
編 集 後 記

ぬけ るような青い空 と膚寒 い早朝 の空気を もつ秋10月 は行楽 と共に学会の シーズ ンで もあ り,呼 吸器 に関連す

るもの もい くつ か開 かれ ている。札幌 での癌,肺 癌,秋 田での大気汚染学 会,さ らには今回初 めて開かれ たサル

コイ ドーシス研究会(札 幌,世 話人平賀洋 明)も あつた。国際サル コイ ドー シス会議は9月 にパ リで開かれ,11

月初めには香港 でAPCDCと,関 連あ る ものに全部 出ていた ら,研 究す る暇 の方がな くなつ て しまいそ うな,学

会 繁栄 の この頃である。そ して来年春 の学会 の演題募集公告が,各 学会誌に出揃 うの も今頃であ り,夏 休みを終

わ つてふたたび車輪 がフルに 回 り出した よ うな感 じのす るのが10月 であ る。

本号には2編 の原著 と,2つ の総会 シンポジウム記録がお さめ られた。原著はいずれ も臨床細菌学 的課 題であ

り,一 つは薬 剤耐 性に関す る もの,他 は薬剤感受性 と培地 内ガスとの問題で,ユ ニー クな視点か らの実験成 績が

報告 され てい る。総会 シソポジ ウムは 「肺 の気腫化をめ ぐつ て」 と 「胸水の成因 と鑑別診断」 の二 つであ るが,

今野淳会長 の意 図が結核 と非結核性呼吸器疾患 との橋渡 しを考え られてい ることが,他 の シンポ ジウムの課 題を

みて も明 らかであ る。それ をひきついで,57年4月 の結核病学会総会は,胸 部疾患学会総会 との合同シ ンポ ジウ

ムが持 たれ ることになつてお り,そ れ は58年 の京都 での総会で も引 き継がれ るごとくに進 んでい る。

臨床 の立場 か らみれば結核 は呼吸器疾患 の中で最 も頻度の高い疾患であ ると共に,他 の多 くの呼吸器疾患 との

鑑別が たえず必要 とされ,両 疾患を扱 う両学会が別 々に存在 してい るのは,極 めて不 自然 な形 と言 える。 しかし

そ の一方 内科学会が細分化 し多 くの学会が独立 して行つた よ うに,胸 部疾患 も幅広 く多 くの疾患 を扱 い演題 の数

がふ えるにつれ て,全 体 のまとま りが乏 し くなつて きてお り,も う少 し細分化 した方が落ち着 いて充分討議 でき

る学会に なる可能性 もある。結核 とい う一疾患だけの学会 とい うのは,そ の意味 では主 題一 つを各角度 か ら扱 う

学会 として大変すつ き りした ものがあ り,研 究面か ら考えれば,こ の まま残 しておいた方が よいのではないか と

も思われ る。

最近 の両学会 の動 きに は,そ の将来のあ り方の模索が改めてな され始めてい るのがみ られ る。

(岩井和郎)

訂 正

本 誌Vol.56,No.8に 誤 りが あ りま した の で,下 記 の とお り謹 ん で訂 正 いた します 。

p.406左 段下か ら14行 目 肺結核病棟 → 肺 結核病 巣

p.409左 段 上 か ら5行 目1949年 以 前 →1549年 以前

p.420左 段下か ら9行 目 低 かつた → 高 かつた
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